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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】令和2年8月13日(2020.8.13)

【公開番号】特開2019-33227(P2019-33227A)
【公開日】平成31年2月28日(2019.2.28)
【年通号数】公開・登録公報2019-008
【出願番号】特願2017-154625(P2017-154625)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｆ  17/04     (2006.01)
   Ｈ０１Ｆ   1/153    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｆ   17/04     　　　Ｆ
   Ｈ０１Ｆ    1/153    １０８　

【手続補正書】
【提出日】令和2年6月11日(2020.6.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　樹脂及び磁性粒子を含む磁性体本体と、
　前記磁性体本体に埋設されたコイル導体と、
　を備え、
　前記磁性粒子は、第１磁性粒子、第２磁性粒子、及び第３磁性粒子を含み、
　前記第１磁性粒子の平均粒径は、１５μｍ～５０μｍであり、
　前記第２磁性粒子の平均粒径は、前記第１磁性粒子の平均粒径よりも小さく、
　前記第３磁性粒子の平均粒径は、前記第２磁性粒子の平均粒径よりも小さく、
　前記第１磁性粒子、前記第２磁性粒子、及び前記第３磁性粒子の総体積に対する前記第
１磁性粒子の体積比率は、７０ｖｏｌ％～８５ｖｏｌ％であり、
　前記総体積に対する前記第２磁性粒子の体積比率は、２ｖｏｌ％～２８ｖｏｌ％であり
、
　前記総体積に対する前記第３磁性粒子の体積比率は、２ｖｏｌ％～２８ｖｏｌ％であり
、
　前記第３磁性粒子の粒度分布は、前記第２磁性粒子の粒度分布と重複しており、
　前記磁性体本体における前記磁性粒子の充填率は８７％以上である、
　コイル部品。
【請求項２】
　前記第１磁性粒子の粒度分布は、前記第２磁性粒子の粒度分布と重複している、請求項
１に記載のコイル部品。
【請求項３】
　前記第２磁性粒子の粒度分布の累積５％の粒径は、前記第３磁性粒子の粒度分布と前記
第２磁性粒子の粒度分布の頻度が等しい粒径よりも小さい、請求項１又は請求項２に記載
のコイル部品。
【請求項４】
　前記第２磁性粒子の粒度分布の累積１０％の粒径は、前記第３磁性粒子の粒度分布の累
積９０％値となる粒径よりも小さい、請求項１又は請求項２に記載のコイル部品。
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【請求項５】
　前記第２磁性粒子の平均粒径は、２μｍ～１０μｍである、請求項１～請求項４のいず
れか１項に記載のコイル部品。
【請求項６】
　前記第３磁性粒子の平均粒径は、２μｍ未満である、請求項１～請求項４のいずれか１
項に記載のコイル部品。
【請求項７】
　前記第３磁性粒子の平均粒径は、０．５μｍ以下である、請求項６に記載のコイル部品
。
【請求項８】
　前記第１磁性粒子、前記第２磁性粒子、及び前記第３磁性粒子は、Ｆｅを含む、請求項
１～請求項７のいずれか１項に記載のコイル部品。
【請求項９】
　前記第１磁性粒子は、Ｆｅを７２ｗｔ％～９７ｗｔ％含み、前記第２磁性粒子は、Ｆｅ
を８７ｗｔ％～９９．８ｗｔ％含み、前記第３磁性粒子は、Ｆｅを５０ｗｔ％～９３ｗｔ
％含む、請求項８に記載のコイル部品。
【請求項１０】
　前記第２磁性粒子及び前記第３磁性粒子は、Ｆｅを９２ｗｔ％以上含む請求項８に記載
のコイル部品。
【請求項１１】
　前記第２磁性粒子の密度は、前記第１磁性粒子の密度以上である、請求項１～請求項１
０のいずれか１項に記載のコイル部品。
【請求項１２】
　前記第３磁性粒子の密度は、前記第２磁性粒子の密度以上である、請求項１～請求項１
１のいずれか１項に記載のコイル部品。
【請求項１３】
　前記磁性粒子は、１０9Ω・ｃｍ以上の体積抵抗率を有する、請求項１～請求項１２の
いずれか１項に記載のコイル部品。
【請求項１４】
　前記磁性粒子は、第４磁性粒子をさらに含み、
　前記第４磁性粒子の平均粒径は、前記第３磁性粒子の平均粒径よりも小さく、
　前記第４磁性粒子の粒度分布は、前記第３磁性粒子の粒度分布と重複している、
　請求項１～請求項１３のいずれか１項に記載のコイル部品。
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